
物  質  名 ベンゾ[k]フルオランテン ＤＢ－57 
別  名 ベンゾフルオランテン 
CAS 番号 207-08-9 
PRTR 番号 ― 
化審法番号 ― 

構 造 式 

 
分子式 C20H12 分子量 252.32 
沸点 480℃ 1) 融点 217℃ 1) 
蒸気圧 9.7×10-10 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 10.32 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 6.11（計算値）3) 水溶性 8.0×10-4 mg/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 － － － －  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.65、3.4、17 mg/kg を蜜蝋に混ぜて肺組織に移殖し、死亡するまでの約 2 年間

経過観察した試験では、3.4 mg/kg 群で平均生存期間の短縮がみられた。また、同時に実施さ

れた試験で他の多環芳香族炭化水素とも共通した症状として、投与を受けた群で細気管支－

肺胞移行部の細胞増殖、気管支の過形成及び化生、移殖片の周辺で線維性結合組織嚢及び肉

芽腫性炎症の発生 5)が報告されているが、発生率は不明である。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・エーロゾルの吸入や皮膚への暴露によって体内に吸収される可能性がある 6)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2B 7) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露、吸入暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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